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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】
　平成22年11月５日に提出した第103期第２四半期（自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日）四半期報告書の記

載事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため、四半期報告書の訂正報告書を提出するもので

あります。

　なお、四半期連結財務諸表の記載内容にかかる訂正箇所についてはXBRLの修正も行いましたので、併せて修正後の

XBRL形式のデータ一式（表示情報ファイルを含む）を提出いたします。

　

２【訂正事項】
　

　第一部　企業情報

　　第１　企業の概況

　　　１　主要な経営指標等の推移

　

　　第２　事業の状況

　　　４　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

　　　　　

　　第５　経理の状況

　　　１　四半期連結財務諸表

　　　　(1)　四半期連結貸借対照表

　　　　(2)　四半期連結損益計算書

　　　　(3)　四半期連結キャッシュ・フロー計算書

　

　　　注記事項

　　　（四半期連結損益計算書関係）

　　　（セグメント情報等）

　　　（１株当たり情報）

　　

３【訂正箇所】
　　訂正箇所は＿を付して表示しております。
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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

（訂正前）

回次
第102期

第２四半期連結
累計期間

第103期
第２四半期連結
累計期間

第102期
第２四半期連結
会計期間

第103期
第２四半期連結
会計期間

第102期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
９月30日

自平成22年
４月１日
至平成22年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成22年
７月１日
至平成22年
９月30日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

売上高（百万円） 31,673 40,605 17,485 19,892 72,274

経常利益（百万円） 1,227 3,744 1,204 1,795 4,577

四半期（当期）純利益（百万円） 641 1,976 738 864 2,342

純資産額（百万円） － － 32,459 36,485 34,144

総資産額（百万円） － － 63,879 67,033 65,071

１株当たり純資産額（円） － － 877.72 942.97 921.52

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
18.25 56.22 21.03 24.54 66.73

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 48.2 51.6 49.7

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
3,327 3,899 － － 9,807

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△1,045 △3,167 － － △2,302

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△204 △445 － － △3,738

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
－ － 7,661 9,472 9,313

従業員数（人） － － 4,265 4,517 4,357

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第102期、第103期第２四半期連結累計期間及び第103期第２四半期連結会計期間の潜在株式調整後１株当り

四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第102期第２四半期連結累計期間及び第102期第２四半期連結会計期間の潜在株式調整後１株当り四半期

（当期）純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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（訂正後）

回次
第102期

第２四半期連結
累計期間

第103期
第２四半期連結
累計期間

第102期
第２四半期連結
会計期間

第103期
第２四半期連結
会計期間

第102期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
９月30日

自平成22年
４月１日
至平成22年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成22年
７月１日
至平成22年
９月30日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

売上高（百万円） 31,673 40,605 17,485 19,892 72,274

経常利益（百万円） 1,226 3,743 1,205 1,794 4,574

四半期（当期）純利益（百万円） 640 1,975 738 864 2,340

純資産額（百万円） － － 32,206 36,230 33,890

総資産額（百万円） － － 64,051 67,206 65,244

１株当たり純資産額（円） － － 870.51 936.02 914.28

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
18.23 56.20 21.03 24.53 66.68

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 47.7 51.1 49.2

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
3,327 3,899 － － 9,807

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△1,045 △3,167 － － △2,302

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△204 △445 － － △3,738

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
－ － 7,661 9,472 9,313

従業員数（人） － － 4,265 4,517 4,357

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第102期、第103期第２四半期連結累計期間及び第103期第２四半期連結会計期間の潜在株式調整後１株当り

四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第102期第２四半期連結累計期間及び第102期第２四半期連結会計期間の潜在株式調整後１株当り四半期

（当期）純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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第２【事業の状況】

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（訂正前）　

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断し

たものであります。

(1) 業績の状況

　当第２四半期連結会計期間における経済情勢は、日本経済は、新興国の経済成長や企業収益の改善を受け、景気は

自律的な回復の動きも見られましたが、急激な円高や株価の変動などによる景気の下振れ懸念が広がっています。

また、海外では、各国の財政状況の悪化などを背景に、景気回復のテンポが緩やかになっています。

　自動車業界におきましては、新興国市場での需要拡大は引き続き堅調でありましたが、日本においては、環境対応

車向けの補助金制度が9月上旬に終了したことによる需要反動により、生産、販売ともに減少傾向にあります。加え

て、急激な円高の進行による為替相場への不安は根強く、先行きは不透明感を増しております。

　このような環境のなか、当社グループの主力製品である自動車・輸送用機器用配管製品ならびに自動車用樹脂製

品は、前期から続く自動車生産の回復傾向により、前年同期と比べて生産が大幅に増加いたしました。

 

　その結果、売上高は198億92百万円（前年同期比13.8％増加）となりました。また、利益面につきましては、売上高

の回復に加えて、前期から取り組んできた構造改革によるコスト削減効果により、経常利益は17億95百万円（前年

同期比49.1％増加）、四半期純利益８億64百万円（前年同期比17.1％増加）と、増収増益となりました。

 

セグメントの業績は次のとおりであります。

①日本

　環境対応車向けの補助金制度の終了に向けた取引先自動車メーカーの生産回復により、製品受注が増加いた

しました結果、売上高は112億36百万円（前年同期比10.7％増加）、セグメント利益は、セグメント調整額を含

め11億43百万円（前年同期比34.6％増加）となりました。

②北南米

　取引先自動車メーカーの生産回復により、売上高は45億19百万円（前年同期比16.6％増加）となりました。ま

た、構造改革による業務効率化と生産性の向上により、セグメント利益は３億54百万円（前年同期比145.8％増

加）と大幅に改善いたしました。

③中国

　取引先自動車メーカーの生産は堅調に推移しましたが、為替の影響があり、売上高は12億３百万円（前年同期

比8.7％減少）となりました。利益面につきましては、構造改革による業務効率化と生産性の向上により、セグ

メント利益は１億52百万円（前年同期比55.6％増加）となりました。

④アジア

　タイ、インドネシアをはじめとする東南アジアにおける自動車市場での大幅な回復により、売上高は23億９百

万円（前年同期比58.5％増加）、セグメント利益は３億55百万円（前年同期比210.3％増加）となりました。

⑤欧州

　取引先自動車メーカーの生産回復の遅れにより、収益を確保するまでには至らず、売上高は６億25百万円（前

年同期8.6％減少）、53百万円のセグメント損失（前年同期16百万円のセグメント損失）となりました。
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(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物は、営業活動により22億４百万円増加（前年同四半期

は26億59百万円増加）、投資活動により19億78百万円減少（前年同四半期は４億51百万円減少）、財務活動によ

り11億15百万円減少（前年同四半期は２億00百万円増加）などの結果、当第２四半期連結会計期間末には94億72

百万円（前年同四半期は76億61百万円）となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結会計期間において営業活動により得られたキャッシュ・フローは、主力製品である自動車・輸

送用機器用配管製品ならびに自動車用樹脂製品の生産増加により、税金等調整前四半期純利益が13億80百万円

（前年同四半期は12億18百万円）となり、また、減価償却費が10億33百万円（前年同四半期は11億７百万円）、売

上債権の増加による資金減74百万円（前年同四半期は25億12百万円減少）、たな卸資産の増加による資金減が１

億31百万円（前年同四半期は３億24百万円増加）、仕入債務の増加による資金増が５億74百万円（前年同四半期

は22億28百万円増加）などにより、22億４百万円（前年同四半期は26億59百万円）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結会計期間において投資活動に使用された資金は、自動車部品事業を中心とした有形固定資産の

取得による支出８億40百万円（前年同四半期は４億33百万円）、投資有価証券の取得による支出９億97百万円

（前年同四半期は４百万円）等により、19億78百万円（前年同四半期は４億51百万円）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結会計期間において財務活動に使用された資金は、短期借入金の返済による支出19億11百万円

（前年同四半期は４億14百万円の収入）、長期借入金の返済による支出１億74百万円（前年同四半期は２億14百

万円の支出）、自己株式の処分による収入９億92百万円等により、11億15百万円（前年同四半期は２億00百万円の

収入）となりました。 
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（訂正後）　

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断し

たものであります。

(1) 業績の状況

　当第２四半期連結会計期間における経済情勢は、日本経済は、新興国の経済成長や企業収益の改善を受け、景気は

自律的な回復の動きも見られましたが、急激な円高や株価の変動などによる景気の下振れ懸念が広がっています。

また、海外では、各国の財政状況の悪化などを背景に、景気回復のテンポが緩やかになっています。

　自動車業界におきましては、新興国市場での需要拡大は引き続き堅調でありましたが、日本においては、環境対応

車向けの補助金制度が9月上旬に終了したことによる需要反動により、生産、販売ともに減少傾向にあります。加え

て、急激な円高の進行による為替相場への不安は根強く、先行きは不透明感を増しております。

　このような環境のなか、当社グループの主力製品である自動車・輸送用機器用配管製品ならびに自動車用樹脂製

品は、前期から続く自動車生産の回復傾向により、前年同期と比べて生産が大幅に増加いたしました。

 

　その結果、売上高は198億92百万円（前年同期比13.8％増加）となりました。また、利益面につきましては、売上高

の回復に加えて、前期から取り組んできた構造改革によるコスト削減効果により、経常利益は17億94百万円（前年

同期比48.9％増加）、四半期純利益８億64百万円（前年同期比17.0％増加）と、増収増益となりました。

 

セグメントの業績は次のとおりであります。

①日本

　環境対応車向けの補助金制度の終了に向けた取引先自動車メーカーの生産回復により、製品受注が増加いた

しました結果、売上高は112億36百万円（前年同期比10.7％増加）、セグメント利益は、セグメント調整額を含

め11億42百万円（前年同期比34.5％増加）となりました。

②北南米

　取引先自動車メーカーの生産回復により、売上高は45億19百万円（前年同期比16.6％増加）となりました。ま

た、構造改革による業務効率化と生産性の向上により、セグメント利益は３億54百万円（前年同期比145.8％増

加）と大幅に改善いたしました。

③中国

　取引先自動車メーカーの生産は堅調に推移しましたが、為替の影響があり、売上高は12億３百万円（前年同期

比8.7％減少）となりました。利益面につきましては、構造改革による業務効率化と生産性の向上により、セグ

メント利益は１億52百万円（前年同期比55.6％増加）となりました。

④アジア

　タイ、インドネシアをはじめとする東南アジアにおける自動車市場での大幅な回復により、売上高は23億９百

万円（前年同期比58.5％増加）、セグメント利益は３億55百万円（前年同期比210.3％増加）となりました。

⑤欧州

　取引先自動車メーカーの生産回復の遅れにより、収益を確保するまでには至らず、売上高は６億25百万円（前

年同期8.6％減少）、53百万円のセグメント損失（前年同期16百万円のセグメント損失）となりました。
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(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物は、営業活動により22億４百万円増加（前年同四半期

は26億59百万円増加）、投資活動により19億78百万円減少（前年同四半期は４億51百万円減少）、財務活動によ

り11億15百万円減少（前年同四半期は２億00百万円増加）などの結果、当第２四半期連結会計期間末には94億72

百万円（前年同四半期は76億61百万円）となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結会計期間において営業活動により得られたキャッシュ・フローは、主力製品である自動車・輸

送用機器用配管製品ならびに自動車用樹脂製品の生産増加により、税金等調整前四半期純利益が13億79百万円

（前年同四半期は12億19百万円）となり、また、減価償却費が10億33百万円（前年同四半期は11億７百万円）、売

上債権の増加による資金減74百万円（前年同四半期は25億12百万円減少）、たな卸資産の増加による資金減が１

億31百万円（前年同四半期は３億24百万円増加）、仕入債務の増加による資金増が５億74百万円（前年同四半期

は22億28百万円増加）などにより、22億４百万円（前年同四半期は26億59百万円）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結会計期間において投資活動に使用された資金は、自動車部品事業を中心とした有形固定資産の

取得による支出８億40百万円（前年同四半期は４億33百万円）、投資有価証券の取得による支出９億97百万円

（前年同四半期は４百万円）等により、19億78百万円（前年同四半期は４億51百万円）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結会計期間において財務活動に使用された資金は、短期借入金の返済による支出19億11百万円

（前年同四半期は４億14百万円の収入）、長期借入金の返済による支出１億74百万円（前年同四半期は２億14百

万円の支出）、自己株式の処分による収入９億92百万円等により、11億15百万円（前年同四半期は２億00百万円の

収入）となりました。 
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第５【経理の状況】

１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

（訂正前）　

（単位：百万円）

　 　 　 　
当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表　
（平成22年３月31日）

資産の部 　 　

　 流動資産 　 　

　 　 現金及び預金 9,603 9,444

　 　 受取手形及び売掛金 15,242 14,824

　 　 商品及び製品 2,476 2,490

　 　 仕掛品 2,091 1,881

　 　 原材料及び貯蔵品 4,128 3,700

　 　 繰延税金資産 431 428

　 　 その他 1,520 857

　 　 流動資産合計 35,491 33,624

　 固定資産 　 　

　 　 有形固定資産 　 　

　 　 　 建物及び構築物 12,975 12,982

　 　 　 機械装置及び運搬具 42,227 42,976

　 　 　 工具、器具及び備品 5,984 6,077

　 　 　 土地 3,820 3,445

　 　 　 リース資産 125 112

　 　 　 建設仮勘定 823 841

　 　 　 減価償却累計額 △42,534 △42,542

　 　 　 減損損失累計額 △112 －

　 　 　 有形固定資産合計 23,308 23,891

　 　 無形固定資産 　 　

　 　 　 のれん 24 39

　 　 　 リース資産 85 100

　 　 　 その他 333 374

　 　 　 無形固定資産合計 443 513

　 　 投資その他の資産 　 　

　 　 　 投資有価証券 4,750 4,301

　 　 　 繰延税金資産 2,512 2,258

　 　 　 その他 530 484

　 　 　 投資その他の資産合計 7,792 7,043

　 　 固定資産合計 31,542 31,446

　 繰延資産 － 1

　 資産合計 67,033 65,071
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（単位：百万円）

　 　 　
当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）　

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表　
（平成22年３月31日）　

負債の部 　 　

　 流動負債 　 　

　 　 支払手形及び買掛金 12,506 11,932

　 　 短期借入金 3,825 5,062

　 　 未払金 2,098 1,709

　 　 未払法人税等 961 1,114

　 　 賞与引当金 685 699

　 　 製品保証引当金 232 187

　 　 その他 961 1,107

　 　 流動負債合計 21,268 21,810

　 固定負債 　 　

　 　 長期借入金 2,061 2,094

　 　 リース債務 103 126

　 　 退職給付引当金 6,915 6,696

　 　 役員退職慰労引当金 202 202

　 　 固定負債合計 9,280 9,117

　 負債合計 30,548 30,927

純資産の部 　 　

　 株主資本 　 　

　 　 資本金 3,481 3,481

　 　 資本剰余金 2,998 3,031

　 　 利益剰余金 29,790 28,129

　 　 自己株式 △276 △1,302

　 　 株主資本合計 35,992 33,340

　 評価・換算差額等 　 　

　 　 その他有価証券評価差額金 1,293 1,520

　 　 繰延ヘッジ損益 △4 △20

　 　 為替換算調整勘定 △2,692 △2,512

　 　 評価・換算差額等合計 △1,403 △1,012

　 少数株主持分 1,896 1,816

　 純資産合計 36,485 34,144

負債純資産合計 67,033 65,071
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（訂正後）　

（単位：百万円）

　 　 　 　
当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表　
（平成22年３月31日）

資産の部 　 　

　 流動資産 　 　

　 　 現金及び預金 9,603 9,444

　 　 受取手形及び売掛金 15,242 14,824

　 　 商品及び製品 2,476 2,490

　 　 仕掛品 2,091 1,881

　 　 原材料及び貯蔵品 4,128 3,700

　 　 繰延税金資産 431 428

　 　 その他 1,520 857

　 　 流動資産合計 35,491 33,624

　 固定資産 　 　

　 　 有形固定資産 　 　

　 　 　 建物及び構築物 12,975 12,982

　 　 　 機械装置及び運搬具 42,227 42,976

　 　 　 工具、器具及び備品 5,984 6,077

　 　 　 土地 3,820 3,445

　 　 　 リース資産 125 112

　 　 　 建設仮勘定 823 841

　 　 　 減価償却累計額 △42,534 △42,542

　 　 　 減損損失累計額 △112 －

　 　 　 有形固定資産合計 23,308 23,891

　 　 無形固定資産 　 　

　 　 　 のれん 24 39

　 　 　 リース資産 85 100

　 　 　 その他 333 374

　 　 　 無形固定資産合計 443 513

　 　 投資その他の資産 　 　

　 　 　 投資有価証券 4,750 4,301

　 　 　 繰延税金資産 2,685 2,430

　 　 　 その他 530 484

　 　 　 投資その他の資産合計 7,965 7,215

　 　 固定資産合計 31,715 31,619

　 繰延資産 － 1

　 資産合計 67,206 65,244
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（単位：百万円）

　 　 　
当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）　

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表　
（平成22年３月31日）　

負債の部 　 　

　 流動負債 　 　

　 　 支払手形及び買掛金 12,506 11,932

　 　 短期借入金 3,825 5,062

　 　 未払金 2,098 1,709

　 　 未払法人税等 961 1,114

　 　 賞与引当金 685 699

　 　 製品保証引当金 232 187

　 　 その他 961 1,107

　 　 流動負債合計 21,268 21,810

　 固定負債 　 　

　 　 長期借入金 2,061 2,094

　 　 リース債務 103 126

　 　 退職給付引当金 7,342 7,123

　 　 役員退職慰労引当金 202 202

　 　 固定負債合計 9,708 9,544

　 負債合計 30,976 31,354

純資産の部 　 　

　 株主資本 　 　

　 　 資本金 3,481 3,481

　 　 資本剰余金 2,998 3,031

　 　 利益剰余金 29,535 27,875

　 　 自己株式 △276 △1,302

　 　 株主資本合計 35,737 33,086

　 評価・換算差額等 　 　

　 　 その他有価証券評価差額金 1,293 1,520

　 　 繰延ヘッジ損益 △4 △20

　 　 為替換算調整勘定 △2,692 △2,512

　 　 評価・換算差額等合計 △1,403 △1,012

　 少数株主持分 1,896 1,816

　 純資産合計 36,230 33,890

負債純資産合計 67,206 65,244
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（２）【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

（訂正前）　

（単位：百万円）

　 　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

売上高 31,673 40,605

売上原価 27,174 32,987

売上総利益 4,498 7,618

販売費及び一般管理費 ※1　　3,245 ※1　　3,506

営業利益 1,253 4,112

営業外収益 　 　

　 受取利息 14 11

　 受取配当金 24 31

　 為替差益 37 －

　 その他 158 129

　 営業外収益合計 233 171

営業外費用 　 　

　 支払利息 190 125

　 為替差損 － 336

　 その他 69 79

　 営業外費用合計 259 540

経常利益 1,227 3,744

特別利益 　 　

　 前期損益修正益 76 －

　 固定資産売却益 14 11

　 特別利益合計 90 11

特別損失 　 　

　 前期損益修正損 － 86

　 固定資産除却損 11 137

　 投資有価証券評価損 － 74

　 減損損失 － 112

　 子会社清算損 － 190

　 特別損失合計 11 599

税金等調整前四半期純利益 1,306 3,156

法人税、住民税及び事業税 681 1,128

法人税等調整額 △73 △121

法人税等合計 608 1,006

少数株主損益調整前四半期純利益 － 2,150

少数株主利益 57 174

四半期純利益 641 1,976
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（訂正後）　

（単位：百万円）

　 　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

売上高 31,673 40,605

売上原価 27,191 33,005

売上総利益 4,481 7,601

販売費及び一般管理費 ※1　　3,229 ※1　　3,490

営業利益 1,252 4,111

営業外収益 　 　

　 受取利息 14 11

　 受取配当金 24 31

　 為替差益 37 －

　 その他 158 129

　 営業外収益合計 233 171

営業外費用 　 　

　 支払利息 190 125

　 為替差損 － 336

　 その他 69 79

　 営業外費用合計 259 540

経常利益 1,226 3,743

特別利益 　 　

　 前期損益修正益 76 －

　 固定資産売却益 14 11

　 特別利益合計 90 11

特別損失 　 　

　 前期損益修正損 － 86

　 固定資産除却損 11 137

　 投資有価証券評価損 － 74

　 減損損失 － 112

　 子会社清算損 － 190

　 特別損失合計 11 599

税金等調整前四半期純利益 1,305 3,155

法人税、住民税及び事業税 681 1,128

法人税等調整額 △74 △122

法人税等合計 607 1,006

少数株主損益調整前四半期純利益 － 2,149

少数株主利益 57 174

四半期純利益 640 1,975
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【第２四半期連結会計期間】

（訂正前）　

（単位：百万円）

　 　
前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

売上高 17,485 19,892

売上原価 14,647 16,198

売上総利益 2,839 3,695

販売費及び一般管理費 ※1　　1,650 ※1　　1,752

営業利益 1,188 1,943

営業外収益 　 　

　 受取利息 11 3

　 受取配当金 8 11

　 為替差益 31 －

　 その他 114 82

　 営業外収益合計 164 96

営業外費用 　 　

　 支払利息 86 59

　 為替差損 － 167

　 その他 62 17

　 営業外費用合計 148 243

経常利益 1,204 1,795

特別利益 　 　

　 前期損益修正益 23 －

　 固定資産売却益 2 －

　 特別利益合計 25 －

特別損失 　 　

　 前期損益修正損 － 85

　 固定資産売却損 － 72

　 固定資産除却損 11 69

　 子会社精算損 － 190

　 特別損失合計 11 415

税金等調整前四半期純利益 1,218 1,380

法人税、住民税及び事業税 296 326

法人税等調整額 147 130

法人税等合計 442 455

少数株主損益調整前四半期純利益 － 924

少数株主利益 38 60

四半期純利益 738 864
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（訂正後）　

（単位：百万円）

　 　
前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

売上高 17,485 19,892

売上原価 14,655 16,206

売上総利益 2,830 3,686

販売費及び一般管理費 ※1　　1,642 ※1　　1,744

営業利益 1,188 1,942

営業外収益 　 　

　 受取利息 11 3

　 受取配当金 8 11

　 為替差益 31 －

　 その他 114 82

　 営業外収益合計 164 96

営業外費用 　 　

　 支払利息 86 59

　 為替差損 － 167

　 その他 62 17

　 営業外費用合計 148 243

経常利益 1,205 1,794

特別利益 　 　

　 前期損益修正益 23 －

　 固定資産売却益 2 －

　 特別利益合計 25 －

特別損失 　 　

　 前期損益修正損 － 85

　 固定資産売却損 － 72

　 固定資産除却損 11 69

　 子会社精算損 － 190

　 特別損失合計 11 415

税金等調整前四半期純利益 1,219 1,379

法人税、住民税及び事業税 296 326

法人税等調整額 147 129

法人税等合計 442 455

少数株主損益調整前四半期純利益 － 924

少数株主利益 38 60

四半期純利益 738 864
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

（訂正前）　

（単位：百万円）

　 　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー 　 　

　 税金等調整前四半期純利益 1,306 3,156

　 減価償却費 2,182 2,075

　 減損損失 － 112

　 のれん償却額 91 25

　 有形固定資産除却損 － 137

　 投資有価証券評価損益（△は益） － 74

　 子会社清算損益（△は益） － 190

　 受取利息及び受取配当金 △38 △42

　 支払利息 190 125

　 有形固定資産売却損益（△は益） － △11

　 売上債権の増減額（△は増加） △3,470 △632

　 たな卸資産の増減額（△は増加） 1,151 △854

　 仕入債務の増減額（△は減少） 1,753 799

　 その他 501 125

　 小計 3,665 5,280

　 利息及び配当金の受取額 38 42

　 利息の支払額 △211 △124

　 法人税等の支払額 △164 △1,299

　 営業活動によるキャッシュ・フロー 3,327 3,899

投資活動によるキャッシュ・フロー 　 　

　 有形固定資産の取得による支出 △1,021 △2,144

　 有形固定資産の売却による収入 14 11

　 投資有価証券の取得による支出 △7 △1,000

　 その他 △31 △34

　 投資活動によるキャッシュ・フロー △1,045 △3,167

財務活動によるキャッシュ・フロー 　 　

　 短期借入れによる収入 7,101 2,720

　 短期借入金の返済による支出 △6,641 △3,828

　 長期借入れによる収入 9 470

　 長期借入金の返済による支出 △494 △463

　 自己株式の取得による支出 △34 △0

　 自己株式の処分による収入 － 992

　 配当金の支払額 △141 △316

　 少数株主への配当金の支払額 △4 △21

　 財務活動によるキャッシュ・フロー △204 △445

現金及び現金同等物に係る換算差額 127 △128

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,205 159

現金及び現金同等物の期首残高 5,456 9,313

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1　　7,661 ※1　　9,472
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（訂正後）　

（単位：百万円）

　 　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー 　 　

　 税金等調整前四半期純利益 1,305 3,155

　 減価償却費 2,182 2,075

　 減損損失 － 112

　 のれん償却額 91 25

　 有形固定資産除却損 － 137

　 投資有価証券評価損益（△は益） － 74

　 子会社清算損益（△は益） － 190

　 受取利息及び受取配当金 △38 △42

　 支払利息 190 125

　 有形固定資産売却損益（△は益） － △11

　 売上債権の増減額（△は増加） △3,470 △632

　 たな卸資産の増減額（△は増加） 1,151 △854

　 仕入債務の増減額（△は減少） 1,753 799

　 その他 502 127

　 小計 3,665 5,280

　 利息及び配当金の受取額 38 42

　 利息の支払額 △211 △124

　 法人税等の支払額 △164 △1,299

　 営業活動によるキャッシュ・フロー 3,327 3,899

投資活動によるキャッシュ・フロー 　 　

　 有形固定資産の取得による支出 △1,021 △2,144

　 有形固定資産の売却による収入 14 11

　 投資有価証券の取得による支出 △7 △1,000

　 その他 △31 △34

　 投資活動によるキャッシュ・フロー △1,045 △3,167

財務活動によるキャッシュ・フロー 　 　

　 短期借入れによる収入 7,101 2,720

　 短期借入金の返済による支出 △6,641 △3,828

　 長期借入れによる収入 9 470

　 長期借入金の返済による支出 △494 △463

　 自己株式の取得による支出 △34 △0

　 自己株式の処分による収入 － 992

　 配当金の支払額 △141 △316

　 少数株主への配当金の支払額 △4 △21

　 財務活動によるキャッシュ・フロー △204 △445

現金及び現金同等物に係る換算差額 127 △128

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,205 159

現金及び現金同等物の期首残高 5,456 9,313

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1　　7,661 ※1　　9,472
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【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

（訂正前）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

　※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

　　　 は次のとおりであります。

　※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

　　　 は次のとおりであります。

運送費 603百万円

従業員給与・賞与 1,290百万円

技術研究費 486百万円

退職給付費用 84百万円

運送費 714百万円

従業員給与・賞与 1,335百万円

技術研究費 609百万円

退職給付費用 80百万円

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

　※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

　　　 は次のとおりであります。

　※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

　　　 は次のとおりであります。

運送費 328百万円

従業員給与・賞与 655百万円

技術研究費 245百万円

退職給付費用 42百万円

運送費 359百万円

従業員給与・賞与 664百万円

技術研究費 317百万円

退職給付費用 40百万円

　

（訂正後）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

　※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

　　　 は次のとおりであります。

　※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

　　　 は次のとおりであります。

運送費 603百万円

従業員給与・賞与 1,290百万円

技術研究費 486百万円

退職給付費用 68百万円

運送費 714百万円

従業員給与・賞与 1,335百万円

技術研究費 609百万円

退職給付費用 64百万円

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

　※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

　　　 は次のとおりであります。

　※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

　　　 は次のとおりであります。

運送費 328百万円

従業員給与・賞与 655百万円

技術研究費 245百万円

退職給付費用 33百万円

運送費 359百万円

従業員給与・賞与 664百万円

技術研究費 317百万円

退職給付費用 32百万円
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（セグメント情報等）

【所在地別セグメント情報】

（訂正前）　

前第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）

 
日本
(百万円)

北米・中南米
(百万円)

その他
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 10,150 3,876 3,459 17,485 － 17,485

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
5,775 858 491 7,125 △7,125 －

計 15,925 4,734 3,950 24,610 △7,125 17,485

営業利益 849 144 196 1,188 － 1,188

　

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

 
日本
(百万円)

北米・中南米
(百万円)

その他
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 18,486 6,897 6,290 31,673 － 31,673

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
10,290 1,545 1,008 12,842△12,842－

計 28,775 8,441 7,299 44,515△12,842 31,673

  営業利益又は営業損失(△) 1,047 △38 245 1,253 － 1,253

（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２．本邦以外の区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。

(1)北米・中南米…アメリカ・カナダ・メキシコ・ブラジル

(2)その他…アジア・ヨーロッパ地域
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（訂正後）　

前第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）

 
日本
(百万円)

北米・中南米
(百万円)

その他
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 10,150 3,876 3,459 17,485 － 17,485

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
5,775 858 491 7,125 △7,125 －

計 15,925 4,734 3,950 24,610 △7,125 17,485

営業利益 849 144 196 1,188 － 1,188

　

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

 
日本
(百万円)

北米・中南米
(百万円)

その他
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 18,486 6,897 6,290 31,673 － 31,673

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
10,290 1,545 1,008 12,842△12,842－

計 28,775 8,441 7,299 44,515△12,842 31,673

  営業利益又は営業損失(△) 1,046 △38 245 1,252 － 1,252

（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２．本邦以外の区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。

(1)北米・中南米…アメリカ・カナダ・メキシコ・ブラジル

(2)その他…アジア・ヨーロッパ地域
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【セグメント情報】

（訂正前）　

（追加情報）　

　第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第１７号　平成21年

3月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平成20

年3月31日）を適用しております。

　

１．報告セグメントの概要

　当第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間（自

　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日）　

　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務諸表が入手可能であり、取締役会が経営資源の

配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社は主に自動車部品を製造・販売しており、国内においては当社及びフルトンプロダクツ工業（株）他の連結

子会社が、海外においては北南米、欧州、中国、アジアの各地域をサンオー アメリカ インコーポレーテッド(米

国)、サンオー UK マニュファクチュアリング リミテッド(英国)、広州三櫻制管有限公司(中国）、エイブル サン

オー インダストリーズ(1996) CO. LTD(タイ)及びその他の連結子会社各社がそれぞれ担当しております。連結子

会社はそれぞれ独立した経営単位であり、取り扱う製品について各地域の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開

しております。

　したがって、当社は、製造・販売体制を基礎とした地域別のセグメントから構成されており、「日本」、「北南

米」、「欧州」、「中国」及び「アジア」の5つを報告セグメントとしております。各報告セグメントでは、自動車

部品のほか、電器部品及び設備等を製造・販売しております。

　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年９月30日）

（単位：百万円） 

　 　
　
　

　
　

報告セグ　　メント
　
　

　
　

　
調整額　

四半期損　
益計算書　

   日本 北南米 欧州 中国 アジア 計
（注１）
　

計上額　
（注２）

売上高         

(1)
外部顧客への

売上高 
22,4249,659 1,331 2,628 4,56340,605 － 40,605

(2)

セグメント間

の内部売上高

又は振替高 

6,615 62 － 163 － 6,840△6,840 －

計 29,0399,721 1,331 2,791 4,56347,445△6,84040,605

　セグメント利益又

は損失（△）
2,366 840 △65 356 677 4,174 △62 4,112

（注） １. セグメント利益の調整額には、のれんの償却額△25百万円及びたな卸資産の調整額△45百万円が含

　　　　　 まれております。

　　　 ２. セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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　　当第２四半期連結会計期間（自平成22年７月１日　至平成22年９月30日）

（単位：百万円） 

　 　
　
　

　
　

報告セグ　　メント
　
　

　
　

　
調整額　

四半期損　
益計算書　

   日本 北南米 欧州 中国 アジア 計
（注１）
　

計上額　
（注２）

売上高         

(1)
外部顧客への

売上高 
11,2364,519 625 1,203 2,30919,892 － 19,892

(2)

セグメント間

の内部売上高

又は振替高 

3,493 29 － 98 － 3,620△3,620 －

計 14,7294,548 625 1,301 2,30923,512△3,62019,892

　セグメント利益又

は損失（△）
1,143 354 △53 152 355 1,951 △8 1,943

（注） １. セグメント利益の調整額には、のれんの償却額△15百万円及びたな卸資産の調整額２百万円が含

　　　　　 まれております。

　　　 ２. セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　

（固定資産の減損損失に関する報告セグメント別情報）

　当第２四半期連結会計期間（自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日）

　　該当事項はありません。

　

（のれんの金額の重要な変動）　

　該当事項はありません。　

　

（重要な負ののれん発生益）　

　該当事項はありません。
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（訂正後）　

（追加情報）　

　第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第１７号　平成21年

3月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平成20

年3月31日）を適用しております。

　

１．報告セグメントの概要

　当第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間（自

　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日）　

　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務諸表が入手可能であり、取締役会が経営資源の

配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社は主に自動車部品を製造・販売しており、国内においては当社及びフルトンプロダクツ工業（株）他の連結

子会社が、海外においては北南米、欧州、中国、アジアの各地域をサンオー アメリカ インコーポレーテッド(米

国)、サンオー UK マニュファクチュアリング リミテッド(英国)、広州三櫻制管有限公司(中国）、エイブル サン

オー インダストリーズ(1996) CO. LTD(タイ)及びその他の連結子会社各社がそれぞれ担当しております。連結子

会社はそれぞれ独立した経営単位であり、取り扱う製品について各地域の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開

しております。

　したがって、当社は、製造・販売体制を基礎とした地域別のセグメントから構成されており、「日本」、「北南

米」、「欧州」、「中国」及び「アジア」の5つを報告セグメントとしております。各報告セグメントでは、自動車

部品のほか、電器部品及び設備等を製造・販売しております。

　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　　当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年９月30日）

（単位：百万円） 

　 　
　
　

　
　

報告セグ　　メント
　
　

　
　

　
調整額　

四半期損　
益計算書　

   日本 北南米 欧州 中国 アジア 計
（注１）
　

計上額　
（注２）

売上高         

(1)
外部顧客への

売上高 
22,4249,659 1,331 2,628 4,56340,605 － 40,605

(2)

セグメント間

の内部売上高

又は振替高 

6,615 62 － 163 － 6,840△6,840 －

計 29,0399,721 1,331 2,791 4,56347,445△6,84040,605

　セグメント利益又

は損失（△）
2,365 840 △65 356 677 4,173 △62 4,111

（注） １. セグメント利益の調整額には、のれんの償却額△25百万円及びたな卸資産の調整額△45百万円が含

　　　　　 まれております。

　　　 ２. セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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　　当第２四半期連結会計期間（自平成22年７月１日　至平成22年９月30日）

（単位：百万円） 

　 　
　
　

　
　

報告セグ　　メント
　
　

　
　

　
調整額　

四半期損　
益計算書　

   日本 北南米 欧州 中国 アジア 計
（注１）
　

計上額　
（注２）

売上高         

(1)
外部顧客への

売上高 
11,2364,519 625 1,203 2,30919,892 － 19,892

(2)

セグメント間

の内部売上高

又は振替高 

3,493 29 － 98 － 3,620△3,620 －

計 14,7294,548 625 1,301 2,30923,512△3,62019,892

　セグメント利益又

は損失（△）
1,142 354 △53 152 355 1,950 △8 1,942

（注） １. セグメント利益の調整額には、のれんの償却額△15百万円及びたな卸資産の調整額２百万円が含

　　　　　 まれております。

　　　 ２. セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　

（固定資産の減損損失に関する報告セグメント別情報）

　当第２四半期連結会計期間（自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日）

　　該当事項はありません。

　

（のれんの金額の重要な変動）　

　該当事項はありません。　

　

（重要な負ののれん発生益）　

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

（訂正前）　

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 942.97円 １株当たり純資産額 921.52円

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 18.25円 １株当たり四半期純利益金額 56.22円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

四半期純利益（百万円） 641 1,976

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 641 1,976

期中平均株式数（千株） 35,107 35,146

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

　－ 　－

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 21.03円 １株当たり四半期純利益金額 24.54円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

四半期純利益（百万円） 738 864

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 738 864

期中平均株式数（千株） 35,082 35,211

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

　－ 　－
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（訂正後）　

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 936.02円 １株当たり純資産額 914.28円

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 18.23円 １株当たり四半期純利益金額 56.20円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

四半期純利益（百万円） 640 1,975

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 640 1,975

期中平均株式数（千株） 35,107 35,146

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

　－ 　－

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 21.03円 １株当たり四半期純利益金額 24.53円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

四半期純利益（百万円） 738 864

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 738 864

期中平均株式数（千株） 35,082 35,211

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

　－ 　－
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